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故山岸昭雄先生をしのんで

それは余 りに突然の出来事で した。8月9日 午前11時 、 中央アルプス空木岳の登頂 を終 え下山途中、

先生は深い谷 に滑落 し帰 らぬ人 となって しまい ました。超人的な体力を持 っている先生だから 「いや一

おっちゃったよ」 と笑いながら帰 って くると信 じていた私 は、暫 く何 も手につかず悲 しみに くれていま

した。

山岸先生と私の出逢 いは6年 半前、私が4年 生で理学部 の伊達宗行先生の研究室に配属 にな り、山岸

先生に就いて研究 をは じめたのが最初です。以来公私 ともにたいへんお世話 にな り、学問的に も、また

人間的にも非常に尊敬 していた先生で した。4年 生の私は、まず先生の口癖 から工作技術まで、全てを

真似す ることからは じめま した。先生が私たちに何かを頼 まれ るときによ く使われる 「あのさ一…… し

て くんね一かな一」 とい うフレーズを、伊達研の コソバの時に私が真似 した時の恥ずか しそ うな笑顔を

懐か しく思い出 します。先生の技術を真似 して私な りに考え実験装置を作 って も、必ず先生は 「ここは

こうしたほうがいいんじゃね一の」 とおっしゃ り、一度で採用 になった記憶 はほとんどあ りません。

1987年 に極限物質研究セソターが設立 され、装置 もまば らな部屋で よく先生 と共に測定用のケーブル

を張 り巡 らせた り、装置を立 ち上げた りしたのを思い出 します。当時は、センターまでの距離が理学部

か ら少 し遠いためか他の学生はほとんどセ ンターに寄 りつかず、いつ も先生 と二人で作業 していた様 に

思います。山岸先生は一人 きりで広い部屋で仕事をされていると、よく歌を口ずさみなが ら手を動か し

ていました。 ロシア民謡の"ト ロイカ"か ら石原裕次郎 さんまでその レパー トリーは広い もので した。

中でも思案に くれるときの決定版が青江三奈 さんの"長 崎ブルース"の 一節 「ど～す りゃいいの～ さ思

案橋」で した。 きっと先生は一人き りだと思 って声高 らかに歌 ってお られたんで しょう。それをとな り

の部屋で聞 きなが ら、笑い声 を押 さえていたもので した。

極限物質研究セ ンター超強磁場部門 も軌道 にの り、強磁場マ グネ ット開発から生体磁場効果 まで、御

自身の研究 もこれか らというときに逝かれた先生の心中を察す ると、なん ともや りきれな く、一方で我々

が頑張 らねばとい う思いで一杯にな ります。 また御家族の胸の痛みは計 り知れない程 だと推察いた しま

す。

山を自然を愛 し、浪漫にあふれたお人柄 である反面、学問的な議論では厳 しく指導 して頂 きました。

最後に先生への感謝 と哀悼の意を表 して筆を置 きたい と思います。ありが とうございま した。そ して安

らかにお眠 り下 さい。

大阪大学低温センター

竹内 徹也
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